






















































































兼 果  (ノ) 要
目
日
 .・造影剤盈限組織に用うる場合,そ一の造影効果1吸収時間、絶識に及ぼす障碍等はそ'れぞれ異る
 が,これを系統的に観察した研究は未だ見当らない。著者は市販の造影剤10種を選び,これら
 を家兎の眼球各部に注入して,その造影の特長}造影経続時間等を険討し,併せて組織に対する
 刺戟の有無を臨床的並びに組織学的に観察した。
 即ち1球後注射では,一般に水漉性のものは造影時間が短く,これに反し油剤は組織内に永く
 滞留し,懸濁液叉は粘度の高い水溶液はその中間であった。従て,造影の目的から云えば油性の
 ものは最もよく陰影を与、えるが,拡散性なぐ,これに反し水溶性のものは拡散性を有し、眼球後
 蟹の造影には比較的合目的々である6
 硝子体内注入による局所刺戟は,製剤によっては特に苦闘なものがあり,七の刺戟症状は4～
 9日間も続き,反すべての例に於て1著明な硝子体混濁を残した。陰影の消失は,水溶性のもの
 は8時間以内であるが1油性並びに水観懸濁液は数ケ月を要した。
 前房内注入では,角膜,虹彩に強い刺戟を与えるものがあり,油性のものは,前房水排除後に
 注入すれば,前房の形に相当した陰影をあらわすが,時間の経過につれ,前房水が再生するに従'
 い下方に沈澱して滴状、塊状の陰影となる。
 阻敷学的険討としては,代豪的な4剤を選び,濃度を4段階に分け,硝子体内注入によって生
 ずる硝子体並びに網膜の障碍度を組織学的に検索した。そ'の成績は,原液と50%濃度に:於ては一
 網膜組織の破壊が著しく,神経節細胞の消失1桿錐体層の崩壊・神経膠増殖が強く・網膜景rl離,
 網膜亀裂1灘形成等が著明であった。その程度は製剤の!1・垂頚によりそ・れぞれ異るが1油性のも
 のはそ'グ)非拡散性のために凶曝さの変化は局所的に止った。この組織障碍は一同一一製剤では1濃
 度の低いほど軽いことは勿論であるが,πとえ,臨床的に網膜に・著変が認められなかった適鍍の
 ものでも1組織学的には神経節細胞の変化や1小範囲の病変が認められた。叉製剤の種類や濃度
 によつては,角膜,虹彩・水晶体,硝子体にも,組誠学的な変化を起すことが証明された。
 以上の成績から1臨床的並びに組織学的に1眼粗織に使用して全く無害な造影剤の問題は今後
 に残された訳であるが一著者の実験はそ¢)条件の検討に対して1大きな示唆を与えたと見ること
 ができる。
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